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具
体
的
目
標

②
課
題
・
特
記
事
項
等

契
約
検
査
課
②

随意契約での偏り
のない業者選定

①
具
体
的
目
標

各発注課で行っている随意契約の見
積業者選定の公正性、透明性、信頼
性等の確保に努める。

○５月までに、随意契約における見積業者の
公正な選定を内容とする通知文（業者選定状
況が記入できる表を添付）を出す。

○９月までに、職員対象の「入札・契約事務関
係研修」の講師を務める。②

課
題

、
特
記
事
項
等

通知文や研修等を行うことにより、業
者選定の状況を把握する必要があ
る。

①
具
体
的
目
標

②
課
題
・
特
記
事
項
等

契
約
検
査
課
①

総合評価方式によ
る入札の実施

①
具
体
的
目
標

公共工事の品質確保の促進に関す
る法律の施行に伴い、平成２０年度
から試行してきた総合評価方式入札
の継続試行を行い、公共工事の品質
確保対策の取組みを推進する。

総合評価方式入札件数・・・５件

・各案件ごとに、「総合評価幹事会」、「総合評
価審査会」を開催し、また「学識経験者」の意
見を聴取する。

○８月末まで
・上記の手続きを済ませ、総合評価方式による
入札を実施する。

課重
点事
業番
号

②
課
題

、
特
記
事
項
等

国（国土交通省）では、「入札談合の
再発防止対策」の具体的措置の一つ
として、総合評価方式の拡大と充実
を掲げている。財務部⑧

平成２７年度　目標管理シート　（課別組織目標）

課かい名 課かい長名

組織目標
入札・契約は手続きの透明性を高めながら、受注機会の均衡や業者選定などの公正性・公平性、複数の見積によ
り有利な価格とする競争性、及び履行の確保を図ります。

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

契約検査課 山本洋治



課重
点事
業番
号

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

②
課
題

、
特
記
事
項
等

申請受付に関する情報を広く周知す
るとともに、業者指名の選定に当たっ
て必要な資格、登録、許認可等の把
握を行う。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

契
約
検
査
課
③

①
具
体
的
目
標

現行の有資格者名簿は平成２６・２７
年度のものであり、平成２８・２９年度
の名簿を新たに作成する。 ○１０月までに、各課かい長宛に、現行の有資

格者名簿の業種分類では対応できない業種、
必要となる許認可、資格等の調査を行う。

○１２月中に、市外業者の申請受付を行う。

○１月中に、市内業者の申請受付を行う。

○３月中に、有資格者名簿を確定する。

競争入札参加資格
審査申請（物品・役
務等）

①
具
体
的
目
標


